

































a．被調査者：韓国の私立 2大学の日本語学科 4年生、計 63名。







2.2 原文 A 「日本人はそんなに駄目か」の文章構造
原文 A「日本人はそんなに駄目か」は、全体が 4段落 11文 486字からなる短い論説文



















①　原文 Aの 3段の構成が要約文 Aに残存する。
②　原文 Aの結尾部の内容が要約文 Aに残存する。
③　原文 Aの結尾部の「文の連接関係」が要約文 Aに残存する。





















































































































（注 1）日本人大学生 AJの結果は、佐久間（1997：24）の【表 1－ A】からの引用による。
（注 2）％は、「残存率」を示す。各 Z単位の残存数（延べ数）を要約者総数で割ったものの百分率。　
（注 3）　　　線は、AJにおいて危険率 1％で「多・多」と判定された Z単位（必須単位）を示す。
（注 4）＊＊印は、AK2において危険率 1％で「多・多」と判定された Z単位を示す。AJの必須単
位と重ならない、AK2にのみ有意に多い Z単位（危険率 1％で「多・多」）と判定されたも
のは、「冒頭部」の 3–1–1、「展開部」の 5–2–1、5–2–2、5–4、5–5、7–5、7–6である。
【表 2】　原文 Aの文章構成区分と要約文 Aの残存数の多い Z単位


















































0.003.32　　a 1　 ○　　　○　　　 ○
3.2211.57　　a 2　 ○　　　○　　　 ○ <○△
0.009.86　　a 3　 ○　　　○ <○△     ○
0.009.86　　a 4　 ○ <○△   ○　  　   ○ <○△
14.3916.410b　一部不十分あり
0.009.86　　b 1　 ○　　    ○　　    △
0.000.00　　b 2　 ○　　    △　　    ○
0.006.64　　b 3　 △　　    ○　    　○
0.000.00　　b 4　 △　　    △　　    ○
9.560.00　　b 5　 △　　    ○　　    △
3.220.00　　b 6　 ○　       △           △
1.610.00　　b 7　 △　　    △　　    △
1.610.00c　結尾部なし
1.610.00　　c 1　 ○　　    ○　　    ×
0.000.00　　c 2　 △　　    ○　　    ×
0.000.00　　c 3　 ○　　    △　　    ×
0.000.00　　c 4　 △　　    △　　    ×
42.92721.313d　展開部なし
0.0016.410　　d 1　 ○　　    ×　　    ○
0.004.93　　d 2　 ○　　    ×　　    △
6.440.00　　d 3　 △　　    ×　　    ○
36.5230.00　　d 4　 △　　    ×　　    △
7.956.64e　冒頭部なし
3.224.93　　e 1　 ×　　    ○　　    ○
4.731.71　　e 2　 ×　　    ○　　    △
0.000.00　　e 3　 ×　　    △　　    △
0.000.00　　e 4　 ×　　    △　　    ○
1.610.00f　展開・結尾部なし
1.610.00　　f 1     ○           ×          ×
0.000.00　　f 2     △           ×          ×
1.610.00g　冒頭・結尾部なし
0.000.00　　g 1　 ×           ○          ×
1.610.00　　g 2　 ×           △          ×
25.31621.313h　冒頭・展開部なし
4.7316.410　　h 1　 ×　　    ×          ○
20.6134.93　　h 2　 ×　　    ×          △
1.610.00i　3 区分全部なし
1.610.00　　i 1     ×　　    ×          ×
0.000.00　　i 2     △　　    ×          △
100.063100.061合 計















（注）〈 〉は、要約文の文番号、（ ）の中は、Z単位。 の部分は、必須 Z単位。要約文
AJ－ 057の例は、佐久間（1997）より引用したものである。




































2 (3.4)0 (0.0)0 (0.0)4 (6.6)1 (1.6)1 (1.6)
AJ
61 (100)0 (0.0)8（13.2）53 (86.8)
7 (11.1)1 (1.6)3 (4.8)22 (34.9)5 (7.9)0 (0.0)
AK2


































1 (1.6％)23 (37.7％)18 (29.5％)
AJ
19 (31.2％)42 (68.8％)





























































































2 佐久間（1991・ 1994）では、1988年度にソウルで調査した 6種の原文 A～ Fのうち、原文 Aの
韓国人要約文をAKと呼んでいる。本稿では、その追跡調査として 2002年 6月にソウルで収集し













































伊藤　光（1997）「要約文の残存文と類型の評価」（佐久間編 1997： 176 ―199）
佐久間まゆみ編（1989a）『日本人大学生の要約調査資料集―論説文 6種―』筑波大学文芸・言語学系
――――――編（1989b）『文章構造と要約文の諸相』くろしお出版
――――――（1991）『日本語教育のための文章理解と要約文の研究－韓国人学習者を対象として』
昭和 63・平成元・ 2年度科学研究費補助金（一般研究C）研究成果報告書
――――――（1992）「要約文の類型分類」『文化言語学―その提言と建設』三省堂 pp.1081―1096
――――――編（1994）『要約文の表現類型―日本語教育と国語教育のために―』ひつじ書房
――――――（1997）『要約文の表現類型と評価方法―外国人学習者と日本人大学生の比較―』平成
6～平成 8年度科学研究費補助金　研究成果報告書
――――――（1998）「段落区分と要約文の表現方法」『国文目白』37日本女子大学国語国文学会
pp.13―23
――――――（1999）「現代日本語の文章構造類型」『日本女子大学文学部紀要』48日本女子大学文
学部 pp.1―28
――――――（2000）『日本語の文章・談話における「段」の構造と機能』平成 9年～ 11年度科学研
究費補助金　研究成果報告書
田中章夫（1992）「文章の題名・要約文とキーワードの関連性」『表現研究』56表現学会 pp.1―7
藤村知子（1998）「要約文作成における中級日本語学習者のパラフレーズの問題点」『留学生日本語教
育センター論集』24
邑本俊亮（1998）『文章理解についての認知心理学的研究』風間書房
李徳奉他著（2002）『高等学校　日本語読解Ⅰ　日本語を読む』教育人的資源部
国語教育 
のための 
83
韓国人日本語学習者の要約文における論説文の結論の理解に関する問題
